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国
内
外
で
活
躍
す
る
建
築
家

福
島
県
の
期
待
の
星
に
注
目

安
齋
好
太
郎
さ
ん
に
会
い
た
い
！

　

建
築
家
と
い
う
職
業
は
、
国
際
的
に
は

建
築
物
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
構
造
な
ど

の
広
い
領
域
に
ま
た
が
っ
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
一
方
で
日
本
の
建
築
・
住
宅
業
界

で
は
職
種
ご
と
に
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
設
計
事
務
所
に
所
属
す
る

建
築
士
、
建
設
会
社
に
所
属
す
る
設
計
担

当
者
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、
い
ず
れ
も
建

築
家
と
い
う
肩
書
き
を
持
つ
可
能
性
の
あ

る
職
業
で
あ
る
が
、
異
な
る
業
界
に
属
し

て
い
る
こ
と
か
ら
相
互
交
流
で
き
る
機
会

が
少
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
業
界
の
垣
根
を
超
え
る
取
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人 

日

本
建
築
士
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
）
福
島
地
域
会

事
務
局
は
、
２
月
21
日

（水）
、
福
島
県
郡

山
市
に
お
い
て
、「
安
齋
好
太
郎
講
演
会

﹃
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
﹄」
を
開
催
し

た
。
本
講
座
は
２
０
１
８
年
市
民
講
座
と

し
て
開
催
さ
れ
た
（
入
場
無
料
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ

２
単
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
）。

　

安
齋
好
太
郎
氏
は
、
三
代
続
く
工
務
店

の
後
継
者
と
し
て
年
間
10
棟
ほ
ど
の
住
宅

の
設
計
・
施
工
を
行
い
な
が
ら
、
建
築
家

と
し
て
国
内
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
手
掛

け
て
い
る
。
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
工
房

の
社
長
と
し
て
福
島
県
二
本
松
市
と
東
京

の
二
カ
所
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
い
る
。

業
界
と
し
て
は
建
設
業
に
分
類
さ
れ
る
の

で
、
地
元
の
建
築
士
協
会
を
通
じ
て
交
流

す
る
機
会
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
大

学
の
建
築
学
科
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
郡

山
市
で
は
、
国
内
外
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活

動
を
し
て
い
る
若
手
建
築
家
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で
公
益
社
団
法
人 

日
本
建
築
士
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
）
福
島
地
域

会
事
務
局
は
、
市
民
講
座
と
い
う
機
会
を

通
じ
て
、
建
築
家
の
安
齋
好
太
郎
氏
を
市

民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
会
場
に
は
、
設
計

事
務
所
、
建
設
会
社
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
の

関
係
者
な
ど
約
50
名
が
来
場
し
た
。

2/21

「
安
齋
好
太
郎
講
演
会
『
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
』」

特 集 記 事

建築家　Life style 工房　代表取締役社長

（プロフィール）

1977 年福島県二本松市生まれ。1997 年中央工学校卒業後、㈱巧
建社に勤務し、2000 年に帰郷。家業の安齋建設工業を後継する。
2006 年、㈱ Life style 工房 安齋建設工業を設立。現在、一般住
宅はもとより、店舗や商業施設の建築・施工などを行っている。
代表作品は、数々の建築賞で評価を得た「CAVE」や、「JAPAN 
WOOD DESIGN AWARD 2015」を受賞した「五浦の家」ほか
多数。「施主との会話から、使い手のライフスタイルやストーリー
を引き出し、“本当に望むもの”をカタチにする」ことをモットー
としている。

安齋好太郎氏




